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〔TOPIC〕
女
性
の
支
援
を
目
指
し
て

女
性
の
力
で
前
進

1

2

目的

目的

内容

内容

　

熊
本
×
モ
ン
ゴ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
（
以
下
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の

始
ま
り
は
、
オ
イ
ス
カ
熊
本
推
進

協
議
会
の
石
原
靖
也
副
会
長
が
、  

オ
イ
ス
カ
モ
ン
ゴ
ル
と
の
交
流
を

目
的
に
2
0
1
8
年
5
月
に
現
地

を
訪
問
し
た
こ
と
に
遡
り
ま
す
。  

雄
大
な
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
が
あ

る
一
方
で
、
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト

ル
に
人
口
が
集
中
す
る
こ
と
で
、  

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
す
る
人

々
が
い
る
こ
と
を
知
っ
た
石
原
副

会
長
は
、「
都
市
部
の
女
性
の
社
会

的
立
場
の
向
上
と
収
入
増
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
取
り
組
み
を
構
想
。  

オ
イ
ス
カ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
会
員
か
ら
の
出
資
も
受
け
、
モ

ン
ゴ
ル
の
さ
ま
ざ
ま
な
産
品
を
日

本
で
販
売
し
よ
う
と
試
み
ま
し
た

が
、
輸
入
許
可
や
検
疫
に
関
す
る

課
題
に
阻
ま
れ
、
進
捗
が
見
ら
れ

な
い
ま
ま
コ
ロ
ナ
禍
に
入
り
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
行
き
詰
ま
り
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
助
け
舟
を
出
し
た
の
が

　

く
ま
も
と
未
来
創
造
基
金
の
宮

原
美
智
子
理
事
。
地
域
の
課
題
解

決
に
取
り
組
ん
で
き
た
同
財
団
の

活
動
の
一
つ
、
子
育
て
中
の
女
性

サ
ポ
ー
ト
の
取
り
組
み
で
関
わ
り

の
あ
っ
た
女
性
グ
ル
ー
プ
と
、
ハ

ン
ド
メ
イ
ド
に
携
わ
る
モ
ン
ゴ
ル

の
女
性
グ
ル
ー
プ
と
を
つ
な
い
だ

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
の
形
で
進
め
て

い
く
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
消
費
者

と
生
産
者
が
同
じ
立
場
で
ビ
ジ
ネ

ス
を
進
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、  

5
ヵ
年
計
画
で
動
き
出
し
ま
し
た
。

ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス×

フ
ェ
ア
な
関
係
が
社
会
を
変
え
る

熊
本
発
！  

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
始
動

オ
イ
ス
カ
は
2
0
2
1
年
か
ら
の
10
ヵ
年
計
画
の
柱
の
一
つ
と
し
て
、

B
B
S（Business based Solution

／
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ク
タ
ー
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
推
進
）
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
好
事
例
と
も
い
え
る
の
が

熊
本
×
モ
ン
ゴ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
暮
ら
し
の
手
仕
事
・
マ
マ
応
援
）。

熊
本
の
女
性
た
ち
と
オ
イ
ス
カ
モ
ン
ゴ
ル
総
局
と
が
連
携
し
て
昨
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

初
年
度
と
な
っ
た
21
年
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
の
情
報
発
信

と
合
わ
せ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
熊
本

と
モ
ン
ゴ
ル
の
女
性
た
ち
と
の
交

流
を
実
施
。
商
品
開
発
に
向
け
た

意
見
交
換
を
行
い
、
フ
ェ
ル
ト
製

品
な
ど
の
テ
ス
ト
販
売
も
行
わ
れ

る
な
ど
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
計
画

通
り
進
捗
し
ま
し
た
。

　

女
性
た
ち
の
活
躍
を
目
に
し
た

石
原
副
会
長
は
、「
ビ
ジ
ネ
ス
を
経

験
し
た
と
い
う
自
負
が
あ
る
男
の

感
覚
は
全
く
役
に
立
た
な
い
。
こ

の
小
さ
な
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
、
国
や

立
場
を
超
え
た
〝
交
流
〞
と
い
う

フ
ェ
ア
な
関
係
が
あ
り
、
儲
け
や

損
と
い
っ
た
金
勘
定
で
動
く
従
来

の
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
決
し
て
あ
り
得

な
い
『
持
続
性
』
が
あ
る
」
と
述

べ
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
交
流

「熊本とモンゴルの女性たちが自分らしく輝き暮らせる社会」を目指し、以下の ２ つのプログラムを実施

オンライン交流

両国間の相互交流／国境をこえたコミ
ュニティづくり

モンゴルと熊本とをつないださまざま
なオンラインイベントの開催

モンゴルの女性の生活水準向上と両国
の女性事業者支援

熊本とモンゴルの女性同士のコラボレー
ションによる商品づくり／両国で販路を
つくり、持続可能な形で運営を継続

ビジネスマッチング

一財

熊本×モンゴルプロジェクト HPはこちら
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モ
ン
ゴ
ル
で
の
成
果

新
た
な
広
が
り
も

現
地
の
人
材
が
強
み
に
な
る

型
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
社
会
が
変
わ
る

と
感
じ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
軌
道
に
乗
り
、

21
年
9
月
か
ら
22
年
2
月
ま
で
の

売
り
上
げ
は
92
万
円
に
達
し
ま
し

た
。
販
売
価
格
の
4
割
が
モ
ン
ゴ

ル
の
生
産
者
に
還
元
さ
れ
、
2
割

は
現
地
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担

う
オ
イ
ス
カ
モ
ン
ゴ
ル
の
活
動
支

援
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
モ

ン
ゴ
ル
の
女
性
や
障
害
者
の
就
労
・

起
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の

「
女
性
応
援
基
金
」
を
立
ち
上
げ
、

売
り
上
げ
の
１
割
が
基
金
に
積
み

立
て
ら
れ
ま
す
。

　

オ
イ
ス
カ
モ
ン
ゴ
ル
の
ニ
ン
ジ

ン
・
ギ
リ
ヤ
セ
ド
事
務
局
長
に
よ

る
と
、
コ
ロ
ナ
禍
で
モ
ン
ゴ
ル
へ

の
観
光
客
は
3
年
間
停
滞
し
て
お

り
、
以
前
は
観
光
客
向
け
に
販
路

が
あ
っ
た
生
産
者
た
ち
に
と
っ
て
、

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
新
た
な

販
路
が
開
け
た
と
い
う
点
で
も
、  

と
て
も
価
値
の
あ
る
事
業
と
な
っ

た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
消
費
者

と
直
接
オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
で
き
、

商
品
が
喜
ば
れ
て
い
る
と
実
感
で

き
る
こ
と
で
、「
明
る
く
前
向
き
な

気
持
ち
で
仕
事
に
取
り
組
め
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
い
う
声
も
生
産

者
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
す
る
宮

原
さ
ん
は
、「
着
実
な
活
動
が
で
き

て
い
る
の
は
、
オ
イ
ス
カ
の
活
動

に
よ
る
地
道
な
種
ま
き
が
、
花
開

い
て
い
る
か
ら
」
と
話
し
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担
う
、
オ
イ
ス
カ

モ
ン
ゴ
ル
の
ニ
ン
ジ
ン
事
務
局
長

や
訪
日
研
修
生
O
B
で
ス
タ
ッ
フ

の
ト
ゥ
メ
ン
デ
ン
ベ
レ
ル
に
つ
い

て
「
信
頼
で
き
る
現
地
メ
ン
バ
ー

が
い
る
こ
と
が
一
番
の
強
み
」
と

強
調
。
打
ち
合
わ
せ
や
相
談
が
日

本
語
で
で
き
る
こ
と
が
、
ス
ム
ー

ズ
な
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

い
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
統
括
す
る
丸

本
文
紀
熊
本
推
進
協
議
会
会
長
は
、

オ
イ
ス
カ
が
持
つ
、
訪
日
研
修
生

O
B
を
は
じ
め
と
す
る
人
材
や
各

国
に
広
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

か
す
こ
と
で
実
現
し
た
今
回
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
「
オ
イ
ス
カ
版
ソ

ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
と

表
現
し
て
い
ま
す
。
小
規
模
で
も

フ
ェ
ア
な
関
係
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
よ

り
よ
い
未
来
の
実
現
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

宮
原
さ
ん
に
よ
る
と
、
日
本
在

住
の
モ
ン
ゴ
ル
人
の
方
か
ら
の
注

文
や
、「
モ
ン
ゴ
ル
の
た
め
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
あ
り
が
と
う
」
な
ど

の
お
礼
の
言
葉
も
届
い
て
い
る
そ

う
で
す
。
ま
た
、
製
品
の
購
入
を

通
じ
て
新
た
な
動
き
も
出
て
い
る

と
の
こ
と
。
そ
の
一
つ
が
、  

Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
や
環
境
教
育
を
推
進
す
る
熊

本
市
内
の
幼
稚
園
の
取
り
組
み
で

す
。
モ
ン
ゴ
ル
の
親
子
と
の
交
流

イ
ベ
ン
ト
開
催
や
園
内
で
使
う
製

品
開
発
な
ど
の
相
談
が
あ
り
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

モ
ン
ゴ
ル
の
製
品
の
素
晴
ら
し

さ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
共
感
し
た

方
か
ら
も
、
新
し
い
取
り
組
み
の

輪
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

「国境を越え信頼できるコミュニティ」によ
る、小さいけれど信頼関係で作る経済循環を
目指しています。みんながハッピーになる価
格設定と「女性の就労支援」というSDGsの
視点も含んでいます。信頼できるモンゴルの
仲間から送ってもらうオーガニックな品物、
これからも楽しみです。

コロナ終息後は必ず訪問します！

プロジェクト担当　宮原  美智子
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ハンドメイドのスリッパと靴下、ボトルケー
スを愛用しています。手作りの丁寧さと品質
の高さに驚きました。プロジェクトにスタッ
フとして参加し、モンゴルの現状を知ること
から始まりました。両国の女性や子どもたち
が笑顔になる活動を、現地スタッフの方と一
緒にできることを光栄に思っています。

フェルト製品愛用しています！

プロジェクト担当　田代  美和

2011～12年に四国研修センターで学び、帰国
後は、高松西ロータリークラブの支援を受け
て、ウランバートル市内の女性を対象とした
フェルトスリッパづくりの講習会を定期的に
実施しました。そうした経験も今回のプロジ
ェクトの土台となりました。

訪日研修後のプロジェクトが
活かされました！

オイスカモンゴル スタッフ　トゥブデンドルジ・トゥメンデンべレル

グループ内で常にコミュニケーションをとり
ながら、日本の方に喜んでもらえる、よい品
質のものを作る努力を続けてきました。その
結果、お互いに助け合う気持ちも強まりまし
た。今後は若い世代にも技術を伝え、この取
り組みを継承していきたいと考えています。

グループ内の絆も強まりました！

生産者グループリーダー　チュルンチメゲ・バルドルジ


